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 質 問 者  伊 藤 恵 悟   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１ コミュニティーづくり

の共通認識を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 震災の教訓を生かして

新たな試みを 

 

 

 

 

 

 

 

 震災後にコミュニティーの大切さが再認識されて

いると思います。自立再建住宅や災害公営住宅が建

設中のなかで、新たな地区のコミュニティーづくり

や、既存のコミュニティーの活動に対しての取り組

みが課題となっています。そこで、次の点について

伺います。 

(１) 既に住居が完成した地区で集会所が後回しに

なっている地区がありますが、担当部署で、集

会所の必要性の認識共有はできていますか。 

(２)  今後の新しく建設中のエリアにおける集会

所の完成予定日、公営住宅の集会所の完成予定

日は。 

(３) 現在町が助成している地区自治振興補助金の

増額の考えはあるのか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 コミュニティーづくりに関しても、隣近所との関

係は重要になってきます。いざというときに声を掛

け合い、助け合うことも出来るし、災害時物資の共

有や不審者に対しても近所の眼というものは防犯に

もつながります。近所との関係が一番の防災・防犯

では 
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ではないかと考えます。また、町同士のつながりも

同様に大切と思いますので、次の点を伺います。 

(１) 町として近隣の市町村との防災協定等、密な

つながりはありますか。 

(２) どのような取り組みを行っていて、今後の計

画は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 


